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1 計画の対象地区の範囲 

1.1 計画の名称 

本計画の名称は「中津南地区尾鳩地域地区防災計画」とします。 

1.2 計画の対象範囲 

尾鳩地区を対象とします。尾鳩地区は中津川市の南部に位置し、1～6 班と第 2 町会 A および B

の 8 班からなります。 

 

 

 

図 2-1 尾鳩地区位置図 図 2-2 尾鳩地区組織図 
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2 基本的な考え方 

2.1 基本方針 

私たちの住む尾鳩地域は中津川の扇頂部に位置し、地形的に土砂災害のリスクの高い場所とい

えます。 

高齢化が進み、防災情報の入手や避難の際の助けを必要とする人が多いという地域の現状を踏

まえて、いつ、誰が、何をできるかについて「尾鳩地区防災に関する話し合い」の場を通じて話

し合い、「中津南地区尾鳩地域地区防災計画」としてとりまとめました。 

計画に沿った活動の実践を通じ、要配慮者を含めた地域全員の防災、減災を目指して地域の防

災力を高めていきます。 

2.2 活動目標 

・防災情報を地区の中で共有し避難の判断に役立てます 

・早めの避難を心がけ、地区外のサンライフに避難します 

・要配慮者の避難について、早めの避難ができるよう家族、地区、中津川市、社会福祉協議会、

事業所等と普段から連携を図ります 

・王子エフテックス事務所を、地区外に逃げ遅れた場合の次善の策の避難場所として利用しま

す。 

・避難訓練を毎年実施し、継続して計画の見直しを行います 
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3 地区の特性 

3.1 自然特性 

中津地区の航空写真を見ると、中津地区は、恵那山(標高 2,191 m)と前山からの土砂を中津川と

四ッ目川が運び扇状地をつくっていることが良くわかります。また、そのむかし中津川駅周辺は、

沼地であり、現在も中津川駅近くでは湧水が出ていることから、扇状地の扇端であると推測でき

ます。中津川の右岸と四ッ目川左岸には、河岸段丘が存在することから、中津地区は、河川の中

と考えることができます。 

そのため、中津川の増水が予測される場合には、地区の外に逃げることが重要になります。 

 

 

出典：中津南地区尾鳩地域の防災 

「中津川市尾鳩地域防災を考える会」発行 

図 3-1 尾鳩地域の地形 
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出典：中津南地区尾鳩地域の防災 

「中津川市尾鳩地域防災を考える会」発行 

図 3-2 昭和３２年６月２７日の 

中津川氾濫時の様子 

 

恵那山の山頂から、木曽川にかけての一帯は、花崗岩類が分布します。花崗岩類は、地下の深

いところでマグマが冷えて固まったもので、日本各地にみられます。中津川流域や前山付近もこ

の地質が分布しています。 

花崗岩は性質の異なる鉱物で構成されており、それぞれの鉱物は熱に対する膨らみ方に差があ

るため、直射日光にあたるような温度差の大きい所では粒子間の結合が弱まって、表面がぼろぼ

ろになりやすい、つまり、風化しやすいという特徴があります。 

風化が進むと、非常にもろく崩れやすくなり、このようにして生じた白く粗い砂を真砂土（マ

サツチ）あるいは単に真砂と呼んでいます。中津川流域にも花崗岩類がマサ土化している場所が

たくさんあるので、中津川流域は地質的にみると土砂災害のリスクの高い場所という事が言えま

す。 

 

尾鳩地区の災害事例 

・昭和 7 年 8 月 26 日 四ツ目川災害時に戸沢川、入ヶ洞から土石流発生 

・昭和 32 年 6 月 27 日 中津川氾濫 

・平成 12 年 9 月 11 日～12 日 川上宮前橋、梶島橋が浸水 
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3.3 想定される災害 

3.3.1 水害(浸水・河岸侵食) 

大雨などによって中津川の水位が上昇することにより、川からの水が居住地に流れこんだり、

川のそばが侵食されるおそれがあります。 

図 3-5 に昭和 32 年 6 月 27 日に発生した尾鳩地区での洪水被害写真を掲載します。この日の

最大時間雨量は 105mm(木曽川上流域)、連続雨量 355.8mm、日雨量 228.9mm でした1。今後、

同規模の降水がある場合は、中津川本川が氾濫するなどの被害が起こる可能性があると考えてい

ます。 

 

出典：中津南地区尾鳩地域の防災 

「中津川市尾鳩地域防災を考える会」発行 

図 3-5 昭和 32 年 6 月 27 に発生した洪水被害の様子  

                                                   

1 https://www.cbr.mlit.go.jp/tajimi/senmon/sabou0202/kiso/kiso_saigai.html 

(多治見砂防国道事務所ホームページ) 
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平成 12 年 9 月 11 日～12 日の東海豪雨の影響で、尾鳩地区の川上宮前橋と梶島橋が浸水しま

した。図 3-6 に被災写真を掲載します。中津川雨量計のこの期間の最大時間雨量は 33mm、連続

雨量 331mm、日雨量 171mm でした。 

 
図 3-6 平成 12 年 9 月 11 日～12 日の東海豪雨時の宮前橋の様子 

 

平成 25 年 9 月 16 日、台風 18 号が接近した際の中津川本川の状況を図 3-7 に示します。この

日の最大時間雨量は 46.5mm、総雨量は 102.5mm でした(気象庁データベース)。今後、同規模の

降水がある場合は、同じように中津川本川が増水することが推測できます。中津川本川が増水す

ることで、氾濫の危険性が高まります。 

 

図 3-7 平成 25 年 9 月 16 日の中津川（梶島橋直上）の状況  

平成25年9月16日 11:40
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3.3.2 土砂災害 

尾鳩地区で発生するおそれのある土砂災害には土石流、がけ崩れ、地すべりがあります。 

土石流とは、山腹、川底の石や土砂が長雨や集中豪雨などによって一気に下流へと押し流され

るものをいいます。その流れの速さは規模によって異なりますが、時速 20～40km という速度で

一瞬のうちに人家や畑などを壊滅させてしまいます。 

尾鳩地区内にある土石流の発生の危険性があり、人家に被害を及ぼす恐れのある渓流には戸沢

川、入ヶ洞、斧戸沢、杓子沢などがあり、土石流の土砂災害(特別)警戒区域に指定されています。 

 

  
 出典：「平成 30 年 7 月豪雨災害」（広島県,2019） 

図 3-8 土石流による被災イメージ(左)と実例 

 

崖崩れとは地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、雨や地震などの影響によって急激に斜

面が崩れ落ちることをいいます。がけ崩れは、突然起きるため、人家の近くで起きると逃げ遅れ

る人も多く死者の割合も高くなっています。 

尾鳩地区内には、1、2、4 東側の斜面、5 東側の斜面および 3 西側の斜面は、崩壊の恐れがある

斜面として、急傾斜地の土砂災害(特別)警戒区域に指定されています。 

 

  
 出典：「平成 30 年 7 月豪雨災害の記録」（広島市,2019） 

図 3-9 がけ崩れによる被災イメージ(左)と実例 
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地すべりとは、斜面の一部あるいは全部が地下水の影響と重力によってゆっくりと斜面下方に

移動する現象のことをいいます2。 

 

  
 出典：「地附山地すべり災害」（長野県,1993） 

図 3-10 地すべりによる被災イメージ(左)と実例 

 

図 3-11 は土砂災害警戒区域等に指定された土砂災害のある区域を示したハザードマップです。 

なお、本計画では、土砂災害の発生までに逃げる時間の余裕のなく、事前に避難が必要となる

事象(土石流、がけ崩れ)を対象としています。 

 

                                                   

2 「砂防の役割と対策」（国土交通省、http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/yakuwari.html） 
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出典：中津川市 

図 3-11 中津川市土砂災害ハザードマップ 


